
これらの資料は、
特別区自治情報・交流センターで

実際に手にとって、
ご覧いただけます。
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　『十七番組』に描かれた地域は、東は東海道に
江戸前の海、南に芝大木戸・伊皿子坂・魚籃坂、
西が古川四之橋付近、北は札ノ辻付近の一帯で
す。当時14町に960戸、3,702口の町民が暮ら
していました。
　五十区は人口約１万人を目安に区分したもの
といわれますが、『十七番組』の人口は目安の半
分以下で、区域は東海道から古川四之橋周辺ま
でと広範囲であったにも関わらず、50区中２番
目の少なさでした。

総集編

今まで散歩した、あんなところ、
こんなところ…ご紹介します

ちよだアートスクエア
（旧アーツ千代田3331）

特別区自治情報・交流センター
とは？

　23区（特別区）と地方自治の専門図書館
として約１２万４千冊の資料を所蔵していま
す。特別区や地方自治について知りたい、
調べたいときなどにご利用ください。

おすすめのほんだよ

特別区自治情報・交流センターの資料から読み解いてみよう！

東京五拾区縮図

1

Vol.43（2021.1.1）
※施設老朽化に伴う改修工事のため一時閉館中です。

※ポイントの位置は施設の位置を示しています。

2

「東京五拾区縮図」は、東京における行政区割りの始まりの姿を表した手書き
の地図で、大変貴重な資料です。当協議会では50枚全て揃えて所蔵しています。

この地図が作成されたと推測される明治初期、東京府は市街地と郷村地の境
界線である「朱引」を定め、この朱引内に属する町地（982町）を一番組から五十
番組までの50区に分けました。この制度は、明治２（1869）年３月から翌年６月の
間のみ施行されたものですが、現在の東京23区の区割りのはじまりがここにあ
るといえます。

本資料は、One23でたびたびご紹介してきました。今回は、過去の掲載記事か
ら当時の戸数と人口に触れている箇所をピックアップし、地図とともに改めて紹
介します。

　『一番組』に描かれた地域は、南に日本橋川、西に御堀、北側
が龍閑川（神田堀）、東側が本町・本石町・本銀町の各々四丁目
の一帯です。当時21町に1,984戸、10,561口（当時の人数を表
す単位）の町民が暮らしていました。
　この地域は、五街道の起点となる日本橋、金貨鋳造所の金座、
多くの商店や問屋が軒を並べる本町通り・本石町通りがあり、大
変な賑わいをみせていたようです。

　『十八番組』に描かれた地域は、『十七番組』から南に続く東海道一帯で、江戸前の海に面した地域です。南は品川
宿に続き、北に芝大木戸があり、当時８町に1,283戸、5,044口の町民が暮らしていました。
　この地域は、東海道の江戸の入口にあたり、江戸出入の人々の往来で賑わっていました。地図中央辺りに「泉岳
寺」、その西側に大石良雄（内蔵助）が切腹したとされる「熊本藩中邸」が確認できます。

『東京五拾区縮図』
一番組～五十番組まで、

番組ごとの地図になっています。

一番組 本町その他 Vol．6（2011.10.1）掲載

十八番組　芝車町その他

十七番組 芝田町（五丁）その他 Vol．7（2012.1.1）掲載

Vol．7（2012.1.1）掲載

い さらこ ざ か ぎょらんざか

りゅうかんがわ

ふ る か わし の はし

コラム：『東京五拾区縮図』を巡る物語
「所蔵資料　蔵出し」では、センターが所蔵する貴重図書、古

地図、資料などから、選りすぐりのものを紹介してきました。
「東京五拾区縮図」は、全６回にかけて紹介し、中でも、「『東京
五拾区縮図』でたどる赤穂浪士引き揚げの道」というテーマ
で全３回にわたり、吉良邸のあった本所松坂町（墨田区両国
三丁目）から泉岳寺までの約１２㎞の道のりを、現在の史跡や
地名で紹介しました。

吉良邸跡は現在の地図でみると公園になっています。赤穂
藩邸は聖路加看護大学敷地にあたり、そこから、築地本願
寺、芝増上寺、落語の「芝浜」の舞台になった「雑魚場」を経
て、泉岳寺まで辿ります。

約１２㎞の道のりを、赤穂浪士は約２時間で歩いたそうで
す。健脚ぶりに驚かされつつ、亡き主君に一刻も早く報告し
たい忠義心の表れなのかな？と思いを馳せました。

蔵出しの執筆当時、執筆者が「東京五拾区縮図」の複製と
現在の地図を片手に、実際に道のりを辿ったそうです。「明治
当初の地図では道の様子が変わっているだろう」と思われが
ちですが、思いのほか縮図どおりに歩けたそうです。何度か
引き返したそうですが、地図上に残っている道や水路の向き
は大幅に変わることなく、方角が大きく逸れることはなく歩け
たそうです。縮図の精度の高さがうかがい知れます。

吉良邸討ち入りから３００年以上経ちますが、今もなお、講
談、歌舞伎などで愛されている忠臣蔵。古地図からでも当時
の情景を思い浮かべることができますので、
デジタルアーカイブで振り返ってみては
いかがでしょうか。

【特別区自治デジタルアーカイブのご案内】
これらの地図は、デジタル公開しており、

詳細を鮮明にご覧いただけます。

いろんなところを

散歩したけど、

みんな楽しかったな～

また行きたいな～

これまで「クマなくさんぽ」で訪れた施設は４４か所。その一部を振り返りました。
２３区の魅力が詰め込まれた様々な施設

ご近所、少し足を延ばして…お出かけになってみませんか。
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　これまで「クマなくさん
ぽ」で紹介した記事は、以
下の二次元コードで読ん
でいただけます。
　イベント情報や料金などの掲載情報
は掲載当時のものとなります。

しょうせいかく

※安全確保と樹林地を健全に維持するための作業を実施しているため、
　大部分を閉鎖しています。再開などの予定はHPをご確認ください。

ざ　こ　ば

「東京五拾区縮図」の
記事の二次元コード▶

「所蔵資料 蔵出し」
の二次元コード

　50区の後、東京の区は、明治４（1871）年から実施された大区小区制を経て、明治11（1878）年に現在の特別区の原形といえる15区が誕生しました。以降、昭和７（1932）年に35区、昭和22（1947）年３月に22区と変遷を経て、昭和22（1947）年８月に現在の形の23区となっています。当協議会では、これらの時代に作成された地図も所蔵、公開しておりますので、あわせてぜひご覧ください。

　今回は、『東京五拾区縮図』を特集して紹介しま
したが、これまで「所蔵資料　蔵出し」で紹介した記
事は以下からご覧いただくことができます。

https://www.library.city.chuo.tokyo.jp/index%3Bjsessionid=B248E4802760BBA2423B1994668942CE?0
https://minato-kagaku.tokyo/
https://soseki-museum.jp/
https://www.taitogeibun.net/sougakudou/
https://hokusai-museum.jp/
https://www.city.koto.lg.jp/machizukuri/kankyo/ekokkuru/index.html
https://higo-hosokawa-bunkyo.jp/
https://www.aquarium.gr.jp/
https://www.city.meguro.tokyo.jp/soumu/shisetsu/koukyoushisetsu/chosha.html
https://www.city.meguro.tokyo.jp/soumu/shisetsu/koukyoushisetsu/chosha.html
https://www.city.setagaya.lg.jp/02075/9082.html
https://files.city.shibuya.tokyo.jp/assets/12995aba8b194961be709ba879857f70/c6e8362d885e48eaa1f7b177cc921e9c/assets_com_000044739.pdf
https://www.tetsugakudo.jp/
https://www.city.suginami.tokyo.jp/s100/shisetsu/14632.html
https://tokiwasomm.jp/
https://www.city.kita.lg.jp/safety/disaster/1002639/1002675.html
https://www.city.arakawa.tokyo.jp/yuuen/index.html
https://www.seibu-la.co.jp/nettaikan/
https://www.makinoteien.jp/
https://www.galaxcity.jp/
https://www.katsushika-kanko.com/tora/
https://www.city.edogawa.tokyo.jp/e028/kuseijoho/gaiyo/shisetsuguide/bunya/sportsshisetsu/sportsland/index.html
https://www.tokyo-23city.or.jp/jigyo/tokei/kumanakusannpo.html


これらの資料は、
特別区自治情報・交流センターで

実際に手にとって、
ご覧いただけます。
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　『十七番組』に描かれた地域は、東は東海道に
江戸前の海、南に芝大木戸・伊皿子坂・魚籃坂、
西が古川四之橋付近、北は札ノ辻付近の一帯で
す。当時14町に960戸、3,702口の町民が暮ら
していました。
　五十区は人口約１万人を目安に区分したもの
といわれますが、『十七番組』の人口は目安の半
分以下で、区域は東海道から古川四之橋周辺ま
でと広範囲であったにも関わらず、50区中２番
目の少なさでした。

総集編

今まで散歩した、あんなところ、
こんなところ…ご紹介します

ちよだアートスクエア
（旧アーツ千代田3331）

特別区自治情報・交流センター
とは？

　23区（特別区）と地方自治の専門図書館
として約１２万４千冊の資料を所蔵していま
す。特別区や地方自治について知りたい、
調べたいときなどにご利用ください。

おすすめのほんだよ

特別区自治情報・交流センターの資料から読み解いてみよう！

東京五拾区縮図

1

Vol.43（2021.1.1）
※施設老朽化に伴う改修工事のため一時閉館中です。

※ポイントの位置は施設の位置を示しています。

2

「東京五拾区縮図」は、東京における行政区割りの始まりの姿を表した手書き
の地図で、大変貴重な資料です。当協議会では50枚全て揃えて所蔵しています。

この地図が作成されたと推測される明治初期、東京府は市街地と郷村地の境
界線である「朱引」を定め、この朱引内に属する町地（982町）を一番組から五十
番組までの50区に分けました。この制度は、明治２（1869）年３月から翌年６月の
間のみ施行されたものですが、現在の東京23区の区割りのはじまりがここにあ
るといえます。

本資料は、One23でたびたびご紹介してきました。今回は、過去の掲載記事か
ら当時の戸数と人口に触れている箇所をピックアップし、地図とともに改めて紹
介します。

　『一番組』に描かれた地域は、南に日本橋川、西に御堀、北側
が龍閑川（神田堀）、東側が本町・本石町・本銀町の各々四丁目
の一帯です。当時21町に1,984戸、10,561口（当時の人数を表
す単位）の町民が暮らしていました。
　この地域は、五街道の起点となる日本橋、金貨鋳造所の金座、
多くの商店や問屋が軒を並べる本町通り・本石町通りがあり、大
変な賑わいをみせていたようです。

　『十八番組』に描かれた地域は、『十七番組』から南に続く東海道一帯で、江戸前の海に面した地域です。南は品川
宿に続き、北に芝大木戸があり、当時８町に1,283戸、5,044口の町民が暮らしていました。
　この地域は、東海道の江戸の入口にあたり、江戸出入の人々の往来で賑わっていました。地図中央辺りに「泉岳
寺」、その西側に大石良雄（内蔵助）が切腹したとされる「熊本藩中邸」が確認できます。

『東京五拾区縮図』
一番組～五十番組まで、

番組ごとの地図になっています。

一番組 本町その他 Vol．6（2011.10.1）掲載

十八番組　芝車町その他

十七番組 芝田町（五丁）その他 Vol．7（2012.1.1）掲載

Vol．7（2012.1.1）掲載
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ふ る か わし の はし

コラム：『東京五拾区縮図』を巡る物語
「所蔵資料　蔵出し」では、センターが所蔵する貴重図書、古

地図、資料などから、選りすぐりのものを紹介してきました。
「東京五拾区縮図」は、全６回にかけて紹介し、中でも、「『東京
五拾区縮図』でたどる赤穂浪士引き揚げの道」というテーマ
で全３回にわたり、吉良邸のあった本所松坂町（墨田区両国
三丁目）から泉岳寺までの約１２㎞の道のりを、現在の史跡や
地名で紹介しました。

吉良邸跡は現在の地図でみると公園になっています。赤穂
藩邸は聖路加看護大学敷地にあたり、そこから、築地本願
寺、芝増上寺、落語の「芝浜」の舞台になった「雑魚場」を経
て、泉岳寺まで辿ります。

約１２㎞の道のりを、赤穂浪士は約２時間で歩いたそうで
す。健脚ぶりに驚かされつつ、亡き主君に一刻も早く報告し
たい忠義心の表れなのかな？と思いを馳せました。

蔵出しの執筆当時、執筆者が「東京五拾区縮図」の複製と
現在の地図を片手に、実際に道のりを辿ったそうです。「明治
当初の地図では道の様子が変わっているだろう」と思われが
ちですが、思いのほか縮図どおりに歩けたそうです。何度か
引き返したそうですが、地図上に残っている道や水路の向き
は大幅に変わることなく、方角が大きく逸れることはなく歩け
たそうです。縮図の精度の高さがうかがい知れます。

吉良邸討ち入りから３００年以上経ちますが、今もなお、講
談、歌舞伎などで愛されている忠臣蔵。古地図からでも当時
の情景を思い浮かべることができますので、
デジタルアーカイブで振り返ってみては
いかがでしょうか。

【特別区自治デジタルアーカイブのご案内】
これらの地図は、デジタル公開しており、

詳細を鮮明にご覧いただけます。

いろんなところを

散歩したけど、

みんな楽しかったな～

また行きたいな～

これまで「クマなくさんぽ」で訪れた施設は４４か所。その一部を振り返りました。
２３区の魅力が詰め込まれた様々な施設

ご近所、少し足を延ばして…お出かけになってみませんか。
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20

Vol.49（2022.7.1）
練馬区立牧野記念庭園

練馬区

21

Vol.57（2024.7.1）
ギャラクシティ

足立区

22

Vol.33（2018.7.1）
葛飾柴又寅さん記念館

葛飾区

23

Vol.31（2018.1.1）
江戸川区スポーツランド
江戸川区

9

Vol.26（2016.10.1）
しながわ水族館

品川区

10

Vol.53（2023.7.1）
目黒区総合庁舎

目黒区

11

Vol.39（2020.1.1）
大田区立勝海舟記念館

大田区

12

Vol.41（2020.7.1）
等々力渓谷公園
世田谷区

Vol.42（2020.10.1）

15

Vol.44（2021.4.1）
大田黒公園

杉並区

16

豊島区立トキワ荘
マンガミュージアム

豊島区

13

Vol.37（2019.7.1）
渋谷区役所本庁舎

渋谷区

14

Vol.32（2018.4.1）
哲学堂公園

中野区
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　これまで「クマなくさん
ぽ」で紹介した記事は、以
下の二次元コードで読ん
でいただけます。
　イベント情報や料金などの掲載情報
は掲載当時のものとなります。

しょうせいかく

※安全確保と樹林地を健全に維持するための作業を実施しているため、
　大部分を閉鎖しています。再開などの予定はHPをご確認ください。

ざ　こ　ば

「東京五拾区縮図」の
記事の二次元コード▶

「所蔵資料 蔵出し」
の二次元コード

　50区の後、東京の区は、明治４（1871）年から実施された大区小区制を経て、明治11（1878）年に現在の特別区の原形といえる15区が誕生しました。以降、昭和７（1932）年に35区、昭和22（1947）年３月に22区と変遷を経て、昭和22（1947）年８月に現在の形の23区となっています。当協議会では、これらの時代に作成された地図も所蔵、公開しておりますので、あわせてぜひご覧ください。

　今回は、『東京五拾区縮図』を特集して紹介しま
したが、これまで「所蔵資料　蔵出し」で紹介した記
事は以下からご覧いただくことができます。

https://www.tokyo-23city.or.jp/jigyo/tokei/documents/syukuzu.pdf
https://www.tokyo-23city.or.jp/tokei/shozoshiryo.html

